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巻頭言
「１月新年あけて
　　　　　初詣終わると思い出す」

CSR・ダイバーシティ委員長　山田　慎二

ベント＝セーフティーチャレンジ】を３月１２日に開
催することになりました。
毎年、ぼうさい絵本・防犯絵本を無料配布するだ
けでなく、子どもたちがまずは自分の身は自分で守
れるように、いざという時に行動できるように経験
をし、今後の対策を少しでも体で感じ、子どもたち
の大切な未来を守るのが目的です。第一回ではあり
ますが新たに多くの企業様にご支援を頂けることと
なりました。この事業を愛知県から全国へ発信でき
ればと考えています。
組合員の皆様、今後ますます印刷物では厳しい価
格で受注、更に利益減になっていくでしょう。
しかし本来印刷業界が社会に必要とされていた時
代もあったのです。今一度自分たちの手で社会から
必要とされる印刷会社になるために何か新たな取り
組みが必要だと思いませんか。
社内を見渡すと色々な原石がまだまだ眠っている
と思います。それは社員さんです。共に考え行動で
きれば必ず良き業界と発展するでしょう。
我がCSR・ダイバーシティ委員会では毎月委員会
メンバーの発表から多くのヒントを頂いています。
新たな情報が欲しい組合員会員様は一緒に活動しな
がら情報収集をして自社の新たな道を一緒に開拓し
ていきましょう。

１月、新年が明け初詣が終わると、２２年前の１
月１７日阪神・淡路大震災を思い出します。そして３
月１１日には東日本大震災から６年が経ちます。昨年
４月１４日には熊本地震が起きました。日本列島の各
地で大震災が起きており、この愛知県も東南海地震
がいつ来てもおかしくないと言われています。
しかし阪神・淡路大震災や東日本大震災から数年
が経つと、徐々に人は災害の怖さを忘れていきます。
私たち印刷業界で減災・防犯などCSR面から見て
本気で何が出来るのでしょう？
私事ですが、東日本大震災の年から子育て情報誌
事業をスタートさせました。そこからオレンジリボ
ン（子ども虐待防止）の支援、園児向け【ぼうさい絵
本】の発行（愛知県内の全園児25万部無料配布）、そ
して小学生低学年向け【防犯絵本】の発行（愛知県内
の小学生1～ 3年生22万部無料配布）。イベント事
業では子どもたちに夢を持ってきらきら輝いてほし
い。そして夢を持つことで、無限の可能性を未来に
広げてもらいたいと願いスタートした【きら☆キッ
ズお仕事チャレンジ】を開催。そしてダイバーシティ
経営面では、働くママ支援事業など社会の問題に対
し、印刷会社に何が出来るか、日々業務で忙しい中
スタッフとディスカッションしてきました。
そして今回、念願の【防犯・防災子ども向け体験イ



− 4−本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

司会を務めた木村副理事長 中締めを行なう酒井副理事長

愛知県印刷工業組合（細井俊男理事長）の平成29年新春 印刷と関連業界新年互礼会が、1
月13日名古屋東急ホテル「ヴェルサイユの間」において開催され、来賓・組合員・関連業者ら約
300名が出席し、平成29年「酉年」のスタートを祝った。主催者挨拶で細井理事長は、「全印工連
2025計画は、環境コラボレーション、地方創成産業クラスタ、女性活躍推進、CSR人づくり、ダ
イバーシティの5本の柱があるが、愛印工組は、5本の柱にさらにプラスし、ブランディング、ポ
スターグランプリなど、多彩な活動を計画している」とアピールし、参加を呼び掛けた。

互礼会に先立ち行なわれた記念講演では、滝澤光正全日本印刷工業組合連合会副会長（滝澤
新聞印刷㈱代表取締役）が講師を務め、「わが社の価値創造」〜新聞印刷三代のDNA 〜のテーマ
で講演した。

挨拶する細井理事長

印刷と関連業界
新年互礼会の会場

□平成29年「酉年」を祝う
愛印工組・印刷と関連業界新年互礼会

内容の濃いプランで、
1年間チャレンジ
記念講演「わが社の価値創造」を聴く

来賓・組合員・関連業界から300名が参加、新春を祝う
新年互礼会は木村吉伸副理事長が司会を務めた。主催者を

代表して細井理事長が次のように挨拶。
「世界では、アメリカ次期大統領トランプ氏の言動で世界

中がざわめき、ちょっと混沌とした世界情勢になりそうだと
不安を覚えている。国内では、景気が良くなったという話が
あるが、我々中小企業、とりわけ印刷業界においては、昨年
も厳しい年であったと思う。今年もまだまだ厳しい状況が続
くのではないかと思う。博報堂の生活総合研究所が昨年末に
今年のキーワードを発表した。キーワードはサンキューテッ
ク、生活の総合支援系テクノロジーである。さまざまな生活
に関する補助、拡張産業がこれから伸びるとしている。例え
ば、自動車の自動運転やAI、VR、ドローン、介護用ロボットな

どである。また、それに伴うものが今後も増えていくのでは
ないかと発表していた」。
「組合関連に話を戻すと、全印工連より昨年5月に発表・発

刊された2025計画〝新印刷産業へのリ・デザイン〟を基に、環



− 5− 本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

乾杯の音頭を取る塚本県会議員

て素晴らしい一年にしていただくことを祈念する」。
次いで、来賓祝辞に移り、中部経済産業局産業部岩田則子

次長、愛知県産業労働部大野博技監、全日本印刷工業組合連
合会滝澤光正副会長の3氏が祝辞を述べた。その中で岩田次
長は、「印刷業はどの地域にもある地域密着型の産業である。
目まぐるしく変わる世の中の変化をいち早くキャッチできる
立場にある。この特異性を活かし、アイディアとスピード感
で商機を活かし、大いに活動していただきたい」と期待を寄
せた。また、大野技監は、「愛知県印刷工業組合はブランディ
ング、ダイバーシティ、CSR、メディアユニバーサルデザイン
など、素晴らしい活躍をされている。これらは、愛知のものづ
くりを支える礎である。さらにものづくりを盛り上げていた
だきたい」と称賛した。滝澤副会長は、「2025計画を着実に実
行に移し、皆さんと新しい一歩を踏み出すスタートの年とし
たい」と位置付け、理解と協力を呼び掛けた。（挨拶は別項に
掲載）

乾杯の音頭を塚本久愛印工組顧問（愛知県県会議員）が務め
祝宴に移った。祝宴では、組合員、関連業界、メーカーなど情
報交換と親睦に和気あいあいの歓談が続いた。宴半で、酒井
良輔副理事長の中締めで、平成29年新年互礼会は終了した。

境コラボレーション、地方創生産業クラスタ、女性活躍推進、
CSR人づくり、ダイバーシティ、この5つの柱に沿って活動を
進めていきたいと思っている。愛印工組では、さらにプラス
として、ブランディング委員会もあり、ポスターグランプリ
や各種セミナーや勉強会、研修会、さまざまな企業見学会な
ども盛り込んでいる。さらに内容の濃いものを決めて今年も
活動していく。それには皆さま方の厚いご協力とご理解が必
要かと思う。ぜひ、皆さまにご参加いただき盛り上げていた
だきたい」。
「最後になるが、今年は酉年である。私もいよいよ年男に

なった。酉年は新しいことが一つ終わり、新たなことが発生
するといわれている。酉は非常にいろいろなことに便利に使
えて対応性があり、また、収穫できる。いろんな仕事も取り込
むということで非常に縁起がいいといわれている。とはいえ
仕事の取り合いはしないようにしたい。ぜひ、いい競争をし

（上段、新年互礼会でのスナップ写真）
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「昨年はヨーロッパやアメリカで世界の注目を集めるよう
な出来事があった。また、この地域でも自動車産業が事故や
天災でややヒヤッとした場面もあった。しかしながら一年間
を通してみると、理事長からは先ほど厳しいとお話があった
が、データ的にこの中部地域の昨年度は、生産や設備投資が
堅調に推移したと私どもは認識している」。
「課題もある。一つは人手不足。これはどの業種も通して

大変厳しくある。特に印刷業の皆さまにおいては、生産体制
が受注が中心ということや、労働集約的な仕事が多いという
ことでご苦労されていると察する。これに対して解決策が全
てあるわけではない。少子化の時代である。ただ、もしある
とすればIoTを導入する、とか、AIを入れる、あるいはバック
ヤードの部分で手間の掛かっているところに、ITや業務用ソ
フトを入れていくというような工夫ができる余地があるので
はないかと考えている。そういったあたりの技術革新や生産
性の向上に繋がることなので、経済産業省としても応援をし
ていきたいと考えている。もう一つの課題は、消費の低迷で
ある。生産も投資も上がっているが、この中部といえども個
人消費は足踏み状態になっている。やはり経済を循環させて
いくためには消費を拡大していかなくてはいけない。本当に
大きな命題である。そのためには、日本の雇用の大部分を支
えていただいている中小企業の皆さまの賃上げを実現する。
これは重要な課題だと思っている。昨年末に下請取引法の運
用基準の改正を行った。印刷業務においても今年度中に実態
把握をしてガイドラインの改定を進める準備をしている。ど
うか皆さまも取引条件の適性化に努めていただき、あるいは
それを親会社に主張していただき、平等な立場で取引をし、
生産に携わる全ての人の賃金が向上する、所得が向上するこ
とを実現していきたいと考えている。

印刷業は、紙の上にインクを載せるという業態から、もう
すでに非常に幅広い川上川下、あるいはその両隣など、大変
広い分野を網羅できる、可能性のある価値創造産業だと考え

「昨年より愛知県ではリニア中央新幹線が本格着工となり、
また、MRJもアメリカで飛行試験が始まった。さらに2020
年にロボットサミットの開催も決定しており、2026年には
アジア競技大会の開催も決定している。未来を創る大きな
プロジェクトが始動しはじめている。本年の夏にもロボパッ
ク、世界青少年発明工夫展を開催する予定である。ものづく
りの人材の次を担う人材育成にも積極的に支援していきたい
と考えている。愛知県は生産出荷額は44兆円で、2位の神奈
川が17兆円ほど、大阪が16兆円ほど、約2倍以上引き離して
いる。これもひとえにこの地域はいろんな産業があり、その
集積が集積を生み、そうした中小企業の方々の現場力、日々、
改革・改善そして研究開発にかかわる、情熱とご尽力の賜物
と深く敬意を表する次第である。愛知県としても積極的に支
援をしていきたいと考えている。

私もいろいろな業界を回っているが、特にこの愛知県印刷
工業組合は素晴らしい活動をされている。細井理事長からも
ご紹介があったが、印刷産業の魅力を若者に発信していくブ
ランディング事業、障がい者の方に分かりやすく表示をする
メディアユニバーサルデザインの活動、あるいは、ダイバー
シティ活動、CSR活動など、これほど素晴らしい組合の活動
をみたことはないし、非常に感銘を受けている。

愛知県では、2月3日の節分に向け中小企業機構より愛知中
小企業応援ファンドというものの募集を行なう。これは中小
企業の方々の商品開発、販路開拓を支援する補助金である。
愛知のものづくりをビジネスに繋げるためには販路開拓と

ている。また、印刷業はどの地域にもある地域密着型の産業
である。目まぐるしく変わる世の中の変化をいち早くキャッ
チできる立場にある。この特異性を活かし、お客様や商社の
ニーズを素早くキャッチし、アイディアとスピード感で商機
を活かしていただきたい。大いに活躍されんことを期待して
いる」。

■来賓祝辞

中部経済産業局産業部

岩田則子次長

愛知県産業労働部

大野博技監

下受け取引法の改定
印刷業の実態把握、ガイドライン策定の準備

中小企業応援ファンド
中小企業の商品開発、市場開拓を支援
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PRが大変に需要である。補助金の項目には印刷・製本費、パ
ンフレット作成費、広告宣伝費が盛り込まれている。ものづ
くり愛知を支えていただくのは、そういったPR活動、まさに
組合の皆さまの活動が愛知のものづくりをこれからさらに発
展させていただく礎になると思う。ポスターグランプリに例
えるように、グランプリの作品では世界一平等な闘いという
ことで、老人と青年と幼児がジャンケンをする、本当に公平
な公正でダイバーシティのようなあらゆる人々が働きやすい
職場、あらゆる人々が幸福になる。愛知のものづくりを支え
るのはまさに愛知県印刷工業組合の皆様の活動が、愛知のも
のづくりを発展させる礎となると考えている。さらにものづ
くり愛知を盛り上げていただければ幸いである」。

「全印工連では、昨年10月に福島県において2016全日本
印刷文化典ふくしま大会を開催したところ、700名を超える
参加者にお集まりいただいた。そこでは、全印工連の連帯と
強調という姿を示すことができた。そして今後の私たちが向
かっていく課題や方向性について認識を一つにできたので
はないかと思う。大変素晴らしい大会を開催することができ
た。これもひとえに組合員の皆さま、関連業界の皆さまのご
協力だと改めて深く感謝を申し上げる。

昨年の明るいニュースの一つにリオデジャネイロのオリ
ンピック・パラリンピックで日本選手が素晴らしい活躍をし
たことが印象に深く残っている。しかし、相変わらず日本は
災害が多く、熊本の震災や台風の被害、年末には大きな火事
もあった。被災された皆さま方には改めて心からお見舞い申
し上げたいと思う。そんな中で、経済状況については消費の
低迷と先ほどもお話しいただいたが、相変わらず先の見通し
がつかない時代を迎えている。そこで細井理事長からもご紹
介いただいたが、全印工連では昨年5月に2025計画　新しい
印刷産業へのリ・デザインという指南書を発行した。これは
2025年に向かって私たち印刷業界がどういった分野で、ど

ういう方向性で社会に貢献していかなければならないのか、
といったことをテーマにして論じ、その結果のものを書籍に
し発行させていただいた。今年度よりは、その2025計画を着
実に実行に移し、組合員の皆さんと新しい一歩を踏み出すス
タートの年を位置付けている。全印工連としても組合員の皆
さまのお役に立つさまざまな事業にもチャレンジしていきた
い。組合員の皆さま、並びに関連業界の皆さま、そしてステー
クホルダーの皆さまのご理解とご協力が無ければ進められな
いことばかりである。引き続きご協力を賜りたい」。

印刷と関連業界新年互礼会に先がけ、新春講演会が開催さ
れ、「わが社の価値創造〜新聞印刷三代のDNA 〜」と題し、滝
澤光正氏（滝澤新聞印刷㈱代表取締役／全日本印刷工業組合
連合会副会長）が講師を務めた。滝澤新聞印刷㈱は『地場産業
は印刷』といわれる東京新宿区にある。三代にわたり新聞印
刷にこだわりをもって仕事を貫いてきた。滝澤新聞印刷の
歴史からみえること、また、中小零細企業だからこそできる
CSR活動の価値と効果について、組合員としての活動など、
実際の経験をもとに話が進められた。また、昨年5月に発表さ
れた2025計画の話題に触れ「新しい印刷産業へのリデザイ
ン」というサブタイトルのもと印刷産業の未来に向けての提
言書として、「印刷産業は日本の文化と経済を支える産業とし
て、自らがどのような姿になるべきか表している」「実際の実
態に追いつくだけでなく、さらに先の時代に求められること
を予測し事業領域を定義した」と述べ、年始にあたり今一度、
提言書に目を通しその活用を促した。（講演内容については、
次号に詳報予定）

講演後、松岡祐司副理事長がお礼の言葉を述べ終了した。

■記念講演会

全日本印刷工業組合連合会

滝澤光正副会長

講師：滝澤光正氏 全日本印刷工業組合連合会副会長
滝澤新聞印刷㈱代表取締役

■新春講演会

わが社の価値創造
〜新聞印刷三代のDNA〜

2025計画を着実に実行
新しい一歩を踏み出すスタートの年



− 8−本文は読みやすい書体「UD新丸ゴ」を使用。

PPG営業統括部 中部営業部 〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上名古屋しらかわビル11F TEL.052-229-4624㈹※2016年4月1日より社名が変わりました(旧社名コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱)
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愛印工組新年互礼会の席上、来賓として祝辞を述べた愛知
県産業労働部大野博技監から「あいち中小企業応援ファンド」
について紹介があった。どのようなファンドであるのか以下
に紹介する。

あいち中小企業応援ファンド助成事業は、国と県の資金に
加え、地域の金融機関の資金協力により、あいち産業振興機
構に資金を調達し、その運用益で、地域資金を活用した中小
企業の新事業を支援することにより、地域全体の底上げを図
ることを目的としている。ファンドには、「地域産業資源活用
応援ファンド」、「モノづくり応援ファンド」、「農商工連携応援
ファンド」の助成事業があり、①新製品（商品）開発、②販路拡
大、③人材育成（新製品開発、販路拡大につながるもの）など
の事業が対象となっている。

各ファンドの対象事業者、助成対象分野、助成限度額、助成
率。さらに、助成期間、助成対象となる主な経費、申請書類な
どについては左ページ参照。

【問い合わせ先】
（公財）あいち産業振興機構新事業支援部 
地域資源活用・知的財産グループ　
〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38
愛知県産業労働センター（ウインクあいち）14階
TEL052-715-3074
※あいち中小企業応援ファンドの詳細は、次の
ホームページから確認できる。 
http://www.aibsc.jp

平成29年度

あいち中小企業
応援ファンド

公益財団法人 あいち産業振興機構
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○「下請中小企業振興法・振興基準」を改正
　業種別下請ガイドライン、自主行動計画を振興基準に位置付け

○下請代金の支払は現金で！
　全国約21万の親事業者及び約870の業界団体に通達

○下請法の運用を強化！
　「下請法に関する運用基準」を13年ぶりに改正

紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒461̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

○「下請中小企業振興法・振興基準」を改正
○下請代金の支払は現金で！
■親事業者と下請事業者は共存共栄で！
親事業者は、生産性向上に努力する下請事業者への訪問や

面談を欠かさないようにする。また、研究会の開催や協力体
制の確保、設計段階からサプライチェーン全体が連携して対
応することが重要である。

■一方的な原価低減要請はしない！
親事業者は、原価低減要請をするときには、経済合理性や

十分な競技を欠いた要請はしない。
＜原価低減要請の望ましくない事例＞
・原価低減目標の数値のみを提示する
・原価低減要請に応じることを発注継続の前提とすること
・文書や記録を残さない（口頭で削減幅を示唆）等
■対価には、労務費が上昇した影響を反映すること

親事業者は、取引対価の見直し要請があった場合には、人
手不足や最低賃金の引き上げなどによる労務費の上昇につい
て、その影響を反映するよう協議する。

■金型・木型の保管コストは親事業者が負担する
①金型・木型などの型の保管に関して、双方が十分に協議

し、方法や費用負担を明確に定める。②親事業者の事情に
よって下請事業者にその保管を求めている場合には、親事業
者が費用を負担すること。

■支払は現金で！手形の場合は親事業者が割引料の負担
を！

①下請代金の支払は可能な限り現金払いにする。②手形や
ファクタリングなどによる場合は、割引料を下請事業者に負
担させないようにする。③手形サイトは120日（繊維業は90
日）を超えないことを当然とし、将来的に60日以内とするよ
う努める。

親事業者のうち大企業から率先して取り組んでもらい、今
後、政府は数年間をかけ改善状況を調査していく。

■業界で自主行動計画を作成し、親事業者は積極的に協力
を！

①親事業者、下請事業者ともに下請ガイドラインを守る。
親事業者は下請ガイドラインの内容に即して、マニュアルや
社内ルールを整備し、自社の調達において徹底させる。②業
界団体等はサプライチェーン全体の取引適正化を図るため、
自主的な行動計画を策定する。親事業者はそれに積極的に協
力する。

平成28年12月14日、「未来志向型の取引慣行に向けて（平成28

年9月15日公表）」に基づき、取引先の生産性向上への協力、労務

費上昇分に対する考慮、サプライチェーン全体での取引適正化、

親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行を追記するなど、所要

の改正が行われた。

振興基準は、下請中小企業の振興を図るため、下請事業者及び

親事業者への一般的な基準として下請中小企業振興法第3条の規

定に基づき定められており、また、主務大臣（下請事業者、親事

業者の事業を所管する大臣）が必要に応じて下請事業者及び親事

業者に対して指導、助言を行う際に用いられるものである。

■中小企業庁・公正取引委員会からのお知らせ
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○下請法の運用を強化！
違反行為事例が大幅に追加ととなり、現行66事例から141

事例となった。これは、公正取引委員会による勧告・指導の中
で、繰り返し見受けられた行為、事業者が問題ないと認識し
やすい行為、さらに、関係省庁のヒアリングで得られた問題
行為などが追加されたもの。

＜追加された主な違反事例＞
■減 額／コンビニエンスストア本部である親事業者は、消

費者に販売する食料品の製造を下請事業者に委託していると
ころ、店舗において値引きセールを実施することを理由に、
下請代金から一定額を差し引いて支払った。

■買いたたき①／親事業者は、取引先と協議して定めた
「○年後までに製品コスト○％減」という自己の目標を達成す
るために、部品の製造を委託している下請事業者に対して、
半年毎に加工費の○％の原価低減を要求し、下請事業者と十
分な協議をすることなく、一方的に通常の対価を大幅に下回
る下請代金の額を定めた。

■買いたたき②／親事業者は、下請事業者に製造を委託し
ている部品について、量産が終了し、補給品としてわずかに
発注するだけで発注数量が現状大幅に減少しているにもかか
わらず、単価を見直すことなく、一方的に量産時の大量発注
を前提とした単価により通常の対価を下回る下請代金の額を
定めた。

■不当な経済上の利益の提供要請／親事業者は、量産終了
から一定期間が経過した下請事業者が所有する金型、木型等
の型について、機械部品の製造を委託している下請事業者か
ら破棄の申請を受けたところ、「自社だけで判断することは困
難」などの理由で長期にわたり明確な返答を行なわず、保管・
メンテナンスに要する費用を考慮せず、無償で金型、木型等
の型を保管させた。

■お問い合わせ
□中小企業庁 取引課／ TEL 03‐3501‐1669
□中部経済産業局 下請代金検査官室／
TEL 052‐589‐0170

※中小企業庁、公正取引委員会資料より編集

一方的な原価低減要請は止める

対価には労務費が上昇した影響を反映

金型・木型の保管コストは親事業が負担

支払いは現金で、手形の場合は親事業者が割引料を負担
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年月日 曜日 パック料金

(火) 8 時間

(水) 8 時間

(木) 8 時間

㈱アイシン・コラボ (金) 7 時間

㈱アイシン・コラボ (月) 7 時間

(火) 7 時間

(水) 7 時間

(木) 7 時間

(金) 7 時間

(月) 7 時間

(火) 7 時間

(水) 7 時間

(木) 東桜会館
9:00～17:00 7 時間

(火) 7 時間

(水) 7 時間

(木) 7 時間

(金) 7 時間

(月) 7 時間

中部企業教育研究所
松石裕就　氏 (水) メディアージュ愛知

9:00～18：00 8 時間

㈱アイシン・コラボ (水) 7 時間

㈱アイシン・コラボ (水) 7 時間

(水) 7 時間

(水) 7 時間

(公社)日本印刷技術協会
功力　晃　氏 (火) 8 時間

株式会社ナプス
竹島恵二　氏 (火) 8 時間

㈱ハーモネット
近藤敏子　氏 (火) 8 時間

ブラザー印刷㈱
大井康司　氏 (火) メディアージュ愛知

9:00～18：00 8 時間

AM　平和紙業㈱
　　　　山崎僚子　氏 (水) メディアージュ愛知

9:00～12:00 3時間

PM　㈲岩田製本所
　　　　岩田秀樹　氏 (水) メディアージュ愛知

13：00～17：00 4時間

三藤印刷㈱の
工場見学

三藤印刷㈱
9:00～12:00 3 時間

三藤印刷㈱
後藤規之　氏

メディアージュ愛知
13:30～17:30 4 時間

(水) 8 時間

(木) 8 時間

(水) 7 時間 円

(水) 7 時間 円

(水) 7 時間 円

㈱Ｔｏｏ
9:00～18：00

制作担当者の
ためのDTP
 基 礎 実 習

印刷の基礎、DTP の基礎
【演習】Adobe IllustratorCS
プリプレスの基礎
【演習】Adobe PhotoshopCS
印刷の実務
【演習】Adobe InDesignCS

㈱Ｔｏｏ
9:00～17:00

工場見学、実際の仕事の流れ、
現場での注意点・初歩的なノウハウ

印刷現場で起こりやすい間違った印刷
印刷工程での品質管理

㈱ハーモネット
近藤敏子　氏

㈱アラレス
工藤伸仁　氏

メディアージュ愛知
9:00～17:00

メディアージュ愛知
9:00～17:00

29/5/10(水)
～19(金)の間
で調整

仕事でのコミュニケーションの問題点改善②

㈱　Ｔｏｏ

メディアージュ愛知
9:00～18：00

アイキャリア
太田章代　氏

メディアージュ愛知
9:00～17:00

メディアージュ愛知
9:00～17:00

⑦

デザイン&
色彩設計の
セオリー

情報を読み解くのに必要な基礎知識／デザイン表現に
必要な考える力／マルチメディア時代のデザインとは／
インプットからアウトプットへ／表現と情報内容の一致と
不一致／デザインと色彩心理／色彩の基礎概念と
表色法／色彩の理論を実際業務にどう生かすか／他

デジタル時代の印刷物制作環境 ／デジタル時代の
営業の役割／デジタル時代の制作ワークフローと営業

営業の真の目的とは/ロールプレイングの目的とは/
第一印象、挨拶/顧客の問題解決/　他

⑥ 印刷技術講座

用紙について

印刷の後加工について（断裁、製本、加工等）

はじめての印刷機、印刷工程での専門用語、
安全管理教育

⑤ 印刷営業
基礎講座

印刷営業の基本知識
積算体系と工程別算出法、積算事例

④

新入社員
基礎研修
フォローアップ

規律・礼節の要点繰り返し　他

③

パソコン基本実習

Wordの基礎実習

１年生社員でもできる品質管理

１年生社員でもできる会社のムダ取り活動

Exｃelの基礎実習

PowerPointの基礎実習

ビジネス文書の基本
と法令の基礎知識

ビジネス文書基礎

コンプライアンス・著作権・商業簿記基礎・集金の知識

コミュニケーション
スキルセミナー
フォローアップ

仕事でのコミュニケーションの問題点改善①

※　網掛け部分は未確定

28,080円

17,280円

21,600円

1人当りの受講料

受講料

愛知県印刷工業組合　平成29年度【印刷会社の新入社員研修会】
カリキュラム

② 「印刷」に関する
基礎知識

印刷物製作工程概要、色と光、出力・刷版、
印刷、製本・加工、印刷用紙、印刷インキ

(公社)日本印刷技術協会
影山史枝　氏

①

印刷産業概論、印刷物制作の基礎知識／
印刷技術の基礎知識、DTP 制作の基礎知識／他

印刷用の版/オフセット印刷について／
実際の印刷物から印刷品質を読取り／
印刷「常識・非常識」基本編 ／他

「会話の基礎」チームワーク・電話応対等

職種に共通して必要な規則・基準、まとめ等

新入社員基礎研修

はじめての品質管理

はじめての５S活動、改善活動の基本

新入社員基礎研修
（規則・礼節）

社会人としての接遇・マナーの知識の習得等

9,720円

コミュニケーション
スキルセミナー

仕事でのコミュニケーションスキル

アイキャリア
太田章代　氏

話し方・距離感・メールの送り方・所作全般　他

コミュニケーションスタイルの違いを理解する　他

ロールプレイングを中心とした実践演習　他

講座
番号 職 務 ・ 教 科 等 教科の内容（概略） 講 師 予 定 者

開催日
開催時間 時間数

中部企業教育研究所
松石裕就　氏

メディアージュ愛知
9:00～18：00

9,720円

9,720円

9,720円

メディアージュ愛知
9:00～17:00

メディアージュ愛知
9:00～17:00

メディアージュ愛知
9:00～17:00

開催場所：メディアージュ愛知３階会議室
改訂版(28.12.7)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（PC各研修および工場見学を除く）

37,800円

92,880円

円

59,400円

33,480円

45,360円

41,040円

43,200円

31,320円

12,960円

7,560円

4,320円

11,880円

17,280円

17,280円

17,280円

17,280円

17,280円

10,800円

19,440円

10,800円

10,800円

10,800円
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
H29年2月15日（日）以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

2月24日(金)
　9：30～12：00

事 業 名 第4回ゼロから始める“見える化”セミナー
～愛知県で取組んでいる3社のその後の事例発表～

コ メ ン
テ ータ ー

松岡祐司 氏　㈱アサプリホールディングス 
代表取締役社長

コ ーデ ィ
ネ ータ ー

花房　賢 氏　(公社)日本印刷技術協会　研究調査
部 担当部長

パネリスト
近藤起久子 氏　㈱近藤印刷　代表取締役社長
松本高武 氏　マツモト印刷㈱　代表取締役社長
吉川直希 氏　㈱ヨシノ印刷　専務取締役

場 所 ウインクあいち1301会議室

参 加 費 各県印刷工業組合員 1人 3,000円／
一般 1人 5,000円

定 員 70名

申込期日 2017年2月15日（木）

備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

愛印工組合では、平成29年度「印刷会社の新人社員研修会」
を4月〜 9月にかけて開催する。研修内容は以下のとおり。
【研修会コース】
■共通コース＝印刷会社の新入社員としての基礎を学ぶ。

［教科の内容］新入社員基礎研修（規律・礼節）、コミュニケー
ションスキルセミナー、「印刷」に関する基礎知識、パソコン
基本実習、ビジネス文書の基本、法令の基礎知識。

■共通コース／フォローアップ＝共通コースのフォロー
アップ（要点の再確認など）を行なう。［教科の内容］新入社員
基礎研修とコミュニケーションスキルセミナーのフォロー
アップ。

■営業コース＝印刷会社の営業社員として必要な基礎知識
を学ぶ。［教科の内容］印刷営業基礎講座。

■製造コース＝印刷会社の現場で働く社員として必要な基
礎知識を学ぶ。［教科の内容］印刷技術講座。

■制作コース＝印刷会社の制作担当者として必要な基礎知
識とDTPの基礎技術を学ぶ。［教科の内容］デザイン＆色彩設
計のセオリー、制作担当者のためのDTP基礎実習。

※主催：愛知県印刷工業組合／開催場所3階会議室
※各講座の申し込み：愛印工組HPからダウンロード
http://www.ai-in-ko.or.jp

愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山県の印刷工業組合、そして、愛知県印刷協同組
合が主催して行なわれた「第７回ポスターグランプリ入賞・入選作品集」が刊行された。
「VS（バーサス）」をテーマに募集が行なわれ、最優秀賞グランプリ1点、優秀賞（一

般、大学、専門学校、高校の部）6点、特別賞11点、協賛会社賞34点、入選69点、計
131点が収録されている。

今回で7回目を迎えたポスターグランプリには、将来のグラフィックデザイン業界
を担って立つ学生、生徒、及び一般デザイナーなどから335点の作品が寄せられた。
この中から最優秀賞グランプリに輝いたのは、青木雅徳氏（新日本印刷㈱）の作品。こ
の作品は、〝世界一平和な戦い〟と題し、じゃんけんをする老人、若者、幼児の手を描
き、モノクロで表現をしている。細井理事長は、「年齢や性別を問わず誰もが納得でき
る平和的な勝負の付け方をシンプルかつストレートに表現した作品」と高く評価。

□次回テーマ「with」
次回、第8回のテーマは「with」。日本語に訳すと、「〜とともに」という意味になるが、

様々な発想で内容を考え、面白い作品が数多く寄せられることが期待されている。

■愛印工組／平成29年度

「印刷会社の新入社員研修会」

■第７回ポスターグランプリコンペティション

「ポスターグランプリ作品集」刊行

〝お急ぎください。
　　4月4日が開講日です〟

お詫びと訂正

本誌1月号マーケティングセミナー「経営者と社員が一緒
に学び＆結果を出すセミナー」の中で、「半田に7店舗」とある
のは、「半田は次にオープン予定」と訂正します。関係各位に
ご迷惑をおかけしましたことお詫び申し上げます。

昨年の新入社員研修会
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編 集 だ よ り
■新年互礼会が大勢の方々の参加を得
て、無事終了することができました。来
賓・メーカー・そして組合員の皆さん、大い
に親睦と歓談に華が咲いたものと思われま
す。お開きになっても、まだ各テーブルで
の歓談や笑い声が聞こえるなど、名残を惜
しむ光景が随所で見られました。新春を飾
るにふさわしい新年の宴でした。■光文堂
の新春機材展が今年も吹上ホールで行なわ
れました。見学に出かけられた方も多いと
思いますが、機会を逃した方のために誌上
情報展（3月号）で最新情報をお届けいたし
ます。ご期待ください。

■愛印工組

印刷産業を広くPR  アンケートで「就活虎の巻」提供
光文堂新春機材展〝コラボレーション展〟に出展

愛印工組では、1月25，26の両日名古
屋市中小企業振興会館（吹上ホール）におい
て開催された光文堂新春機材展に出展し、
業界PRに努めた。新春機材展では、「成長
へのギア・チェンジ」をテーマに、出展企業
150社（機材展85社、コラボレーション展
31社）、370小間の規模に、最新鋭機資材
･ソフト関連の出展と、印刷業界が抱える
課題解決のためのソリューションの提案な
どの情報発信が行なわれた。
機材展に併催されたコラボレーション展
では、昨年に引き続き愛印工組も出展。組
合では、印刷産業の継続的な発展のため
に、業界の若くて優秀な人材の獲得を図る
べく、様々なブランディング活動を展開し
ているが、この機材展出展もその活動の一
環として行なわれている。ブースでは、昨

年好評を得た相談コーナー、「印刷会社若手
社員への相談コーナー」、「印刷会社社長に
よる相談コーナー」を設け、印刷産業に対
する疑問・質問、働くことや仕事の内容な
どについて、ブランディング委員会のメン
バーらがPRに努めた。今回、アンケート
に答えると組合オリジナル「就活虎の巻」
が提供された。これは、元就職情報誌編
集者も所属する「一般社団法人雇用開発セ
ンター」が監修する本格バイブルとなって
いる。アンケートに答えた学生は、「何でも
参考になるものがあれば役立てたい時だけ
に、大いに参考にさせていただきます」と、
声を弾ませていた。
また、会場各所に、第7回ポスターグラ

ンプリの入賞作品が展示され、ポスターグ
ランプリのさらなるアピールと次回の応募
要項などが周知された。ちなみに次回の
テーマは「with」。
愛印工組の組合員で、今回のコラボ展に

出展した企業は、アミエ、伊藤手帳、キン

グコーポレーション、近藤印刷、鈴木紙工
所、大幸（アクアス）、大信印刷、販促ファ
クトリー、二和印刷紙業、メイセイプリン
ト、名東紙工、モリカワの各社。
一方、機材展においては、過去最大の出
展者を得て、出展機種もバラエティーに富
み、見どころが多くありました。印刷機本
体の出展は3社に留まり、オンデマンド印
刷機及び関連機器の出展が多くのブースを
飾っていた。会場で、〝オフセット印刷機、
オンデマンド印刷機どちらが優位なのか〟
とよく聞かれるが、その答えを出すことは
難しい。ただいえることは、自社の現状、
顧客の状況、将来の方向など、幾多の課題
を照らし合わせ、その結果の選択が必須と
なってくる。今回、印刷機の周辺で活躍で
きそうな小物機器を注目してみたら、小物
でありながら付加価値を高める、そんな商
品が多く目についた。
誌面の都合で商品名を挙げて紹介ができ
ないのが残念であるが、会場で配布された
出品リストから、各社のHPで検索してい
ただくと手っ取り早く情報を得ることがで
きる。次号の本誌において一部紹介をする
予定でいる。
光文堂の発表によると、全国各地から
8300人の見学者が訪れたとのことである。
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美しさ・誠実・挑戦
お客様に企画、デザインを通し、
真の感動を提供出来る様、

常に進化し続ける企業を目指します。

グラフィックデザイン

ウェブデザイン

セールスプロモーションデザイン

エディトリアルデザイン

アドバタイジングデザイン

オンデマンドプリンティング

Graphic design

Web design

Sales promotion design

Editorial design

Advertising design

On-demand printing




